
株式会社イーバイピー（情報サービス業）

静脈認証装置・PDF管理システム

〇本社所在地：東京都品川区西五反田8－8－16

〇事業概要：PDF管理や静脈認証、位置情報管理な

どの自社システムを開発・提供するIT企業です。

アプリやWebシステムの受託開発、人材派遣も

行い、企業の業務効率化とセキュリティ向上を

支援しています。

〇常時使用する従業員：58名（2025年5月期）

〇現在の売上高： 12.2億円（ 2024年9月期）

○法人番号：3010001128514

○Web：https://www.exp-corp.com/

代表取締役
劉 炳江

豊かな未来社会と人手不足解消への挑戦

イーバイピーは、AIとロボティクスを融合した業務自動化サービスにより、
「ヒトの創造性を解放し、社会の安全と効率を高める」未来インフラ企業を目指します。
都市・工場・空港・物流・医療など、あらゆる産業現場において「無人化・自動化」を導入し、
日本の少子高齢化、人手不足、地域格差、カーボンニュートラルといった社会課題に向き合います

売上高100億円実現の目標と課題

・2030年までに、既存SaaS事業、SES事業と新規「Aiロボット事業」を３本
柱とする。
・当社は2024年から2030年までの6年間で売上高を約1.2億円から100億
円へ拡大し、年平均成長率は約96.1％に相当する。
・営業利益は2025年以降黒字化し、5年間で72百万円から20億円へ成長
する見込みであり、年平均成長率は約123.3％となる。

①ハード×ソフト融合による新たな価値提供
•自社保有の無人車両・巡回ロボットを活用し、空港・工場・自治体向けに
「月額課金型の無人化ソリューション」を展開。
②SaaS型業務支援サービスの拡充
•契約管理、営業支援、労務処理等の業務を統合自動化するSaaSを開発・提
供し、導入企業の業種別最適化を推進。
③海外展開の推進
•台湾・タイなどのアジア新興国に対し、OEM形式または現地パートナー連
携による越境展開を実施予定。

売上高100億円実現に向けた具体的措置

•経営直轄の成長戦略推進部門を新設
•CTO、プロダクト責任者、開発責任者、営業企画責任者が連携してKPI管
理・実行を行う体制へ移行
•監視運用センター（佐賀）を新設
•地方の雇用を創出しながら、24時間365日の無人運転サービス運用・安全
管理を実現
•外部パートナーとの協業強化
•車両・ロボットメーカー、通信キャリア、自治体との共同開発・提案体制
を整備

・自社保有の無人車両・ロボットのサブスクリプション提供モデル
・空港、工場、園区などでの無人巡回・無人搬送・無人送迎
・地方創生型の監視・制御センター（佐賀拠点）

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

経営者
写真

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです



売上高100億円実現の目標と課題

売上高100億円実現の目標
①2030年度に売上高100億円、営業利益20億円を達成
既存のIT導入・業務自動化支援に加え、無人運転・巡回・搬送・監視を

②担うAIロボティクス型DX事業を第二の柱に成長
2024〜2030年の営業利益率の平均は約12.76％。初年度は赤字スタート

となるが、2026年以降は利益率が急速に向上し、2030年には20％水準に
到達。持続的かつ健全な収益体制への転換を示す成長指標である。

株式会社イーバイピー（情報サービス業）

売上高100億円実現の課題
•SaaSモデルからハード連携型への事業モデル転換
•AI×IoT領域の技術者確保と品質保証体制の構築
•地方拠点を活かした24時間監視・保守運用の内製化
•官公庁・空港・大企業との共同実証プロジェクト推進
•海外（台湾・タイ）での現地法人設立準備と法制度対応

売上高100億円実現を目指す成長手段
① 無人車両・巡回ロボットのサブスク提供（B2B向け構内自動化DX）
② 自社SaaSと連携したクラウド型制御プラットフォームの構築
③ 地方拠点（佐賀）での監視センター設置による運用安定化＋地域雇用創出
④ 海外展開（台湾・タイ）でOEMパートナーと現地商流形成
⑤ 国・自治体・研究機関との共同開発による社会実装加速

売上高100億円実現を目指す実施体制
・代表直轄の成長戦略推進本部を設置（CTO、PM、AIリーダー等が横断連携）
・24時間365日運用体制を佐賀センターで構築（初期10名→拡張20名予定）
・複数メーカー・大学・自治体との産官学連携プロジェクトを計画
・顧客対応・安全性・稼働率のKPI指標化とダッシュボード管理体制を整備
・2026年度までにエンジニア40名体制・顧客支援20名体制へ増強予定
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株式会社イーバイピーの会社概要について

株式会社イーバイピー（情報サービス業）

社 名

設 立

所 在 地

補助事業場所

代 表 者

Ｔ Ｅ Ｌ

資 本

売   上  高

従 業 員 数

届 出 許 可

加 盟 団 体

主要取引先

知的財産権

株式会社イーバイピー（ExP co.,Ltd.）

2002年10月10日

東京都品川区西五反田8－8－16（本社）

東京都千代田区丸の内3-4-1新国際ビル6F （東京事業所）

佐賀県佐賀市諸富町諸富津139-1（佐賀）

代表取締役会長 劉 炳江（リュウ ヘイコウ）

取締役社長 松本 拓之（マツモト タクユキ）

03-6421-7168

1億7,265万0,020円（資本金：9,132万5,010円、資本準備金：8,132万5,010円）

12億300万円（2024年9月決算期）

90名

労働者派遣事業 許可番号 派 13-307863 / ISMS認証 登録番号 ISA IS 0283 

一般社団法人東京都情報産業協会 / インテック・エース会

三井住友銀行 五反田支店 /株式会社ＮＴＴデータビジネスブレインズ/ NRIセキュアテクノロジーズ株式会社 / 独立行政

法人 情報処理推進機構 / 株式会社キャピタル・アセット・プランニング/株式会社武蔵野

特許第6778348号（静脈認証）・特許7586543号（位置情報管理）・実用新案3249430(管理システム）など。

会社概要

静脈認証装置「paonsafe」 PDF管理システム「FILIST」

消防&救急車 積載管理システム
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